
大分
類
小分
類

ベンチャーファン
ド

ＰＥファンド
（バイアウト、再
生）

地域再生ファン
ド

メザニンファンド
アクティビストファ
ンド

ヘッジファンド
業種特化型ファン
ド

事業特化型ファンド
（プロジェクト・ファン
ド）

商品ファンド 不動産ファンド
ソブリン・ウェル
ス・ファンド（ＳＷ
Ｆ）

ファンド・オブ・
ファンズ（ＦＯＦ）

ファン
ド業務
の概
要

創業期・初期段階
のベンチャー企業
の未公開株式を
数％～５０％程度
取得し、ハンズオ
ン支援を通じて企
業価値を実現す
る。主にＩＰＯ時等
の株式売却により
利益獲得を目指
す。時には役員を
送り込むなど共同
事業的な性格も
強く、関連産業・
新規事業等に対
する経験・ノウハ
ウが必要とされ
る。

成長段階以降にある
企業の経営支配権
（株式の過半数）を
相対で取得し、中期
的に経営に参画、生
産性の低い部門等
の切り離しや業務効
率化、経営戦略の変
更等により、企業価
値を高めた上で株式
売却により利益獲得
を目指す。特に、過
剰債務を抱え経営困
難に陥っている企業
への投融資により財
務面の改善や事業
の再構築等を行うも
のを再生ファンドとい
う。

再生ファンドのう
ち、成長段階以
降にある地域の
中堅・中小企業
の再生に対して
投融資するも
の。

債権順位等にお
いて普通株式と
通常融資との中
間的な性質を持
つ「メザニン」（種
類株式、転換社
債型新株予約
券付社債、匿名
組合出資、劣後
融資等）により
投融資し、権利
売却、返済、償
還等により利益
獲得を目指す。

主に上場企業の
株式を取引所で
数％～数十％取
得し、大株主とし
ての発言力を活
用して、配当増額
や役員交替等の
提案活動を行う。
配当や株価上昇
による売却益によ
り利益獲得を目
指す。株式取得
方法として、ＴＯＢ
を用いることもあ
る。

投資対象は、通
貨、株式、債券、
不動産、商品等千
差万別。特徴は、
①私募等制約要
因の少ない形式で
組成することによ
りレバレッジを活
用するなど自由裁
量の下で投資活
動を行い、②株式
ロングショート等
の投資戦略を活
用しながら流動性
資産からの絶対
的収益を追求し、
③成功報酬を徴
収。（注４）

コンテンツファン
ド、ITファンド、バイ
オファンド等、特定
の業種に限定して
投資を行い、事業
収益等を得て利益
分配するもの。
（例：　コンテンツ
ファンドは、映画や
ゲーム等の製作の
ために、事業を行
わない者からの出
資を受け、著作権
等を取得し、その
事業収益を得るこ
とにより利益獲得
することを目指
す。）

投資家から資金を集
め、特定の事業を行
い、その収益等から利
益分配するもの。
（例：通信設備を取得
し、そのリース料を得
ることにより利益獲
得）

商品投資顧問業
が投資家から資
金を集め、主とし
て、金・原油・ゴ
ム等の商品先物
取引等で運用を
行い、その利益
を投資家に分配
するもの。
商品ファンド法に
より規制。

不動産（又は不
動産信託受益
権）を取得・開発
し、賃料その他
当該不動産から
の収益を分配す
るもの。

中東のオイルマ
ネーや中国の外
準等を原資とする
政府系ファンドで、
主にリスク性資産
を含め積極運用し
ているものを指
す。（注６）

株式や債券等に
直接投資を行う
のではなく、それ
らに投資を行っ
ている別のファ
ンドに対して投
資を行うファン
ド。
投資先をより広
域に分散するこ
とが可能と言わ
れている。

法的
形態

国内外ＬＰＳ
任意組合
匿名組合

国内ＬＰＳ
任意組合
匿名組合
海外スキーム

国内ＬＰＳ
任意組合

国内ＬＰＳ
任意組合
匿名組合

任意組合
海外私募投信

任意組合
海外私募投信

国内ＬＰＳ
任意組合
匿名組合
信託

匿名組合
任意組合

匿名組合
任意組合
信託

上場不動産投信
(J-REIT)
信託

Authority, 政府当
局、株式会社、持
株会社

任意組合
国内外ＬＰＳ
信託

主要
投資
家

機関投資家が中
心だが、個人も一
部参加。

海外投資家を含
め、機関投資家中
心（個人は稀）。

地域金融機関、
地方公共団体、
(独)中小企業基
盤整備機構、日
本政策投資銀
行等の機関投
資家・公的機関
等（個人は稀）。

銀行、保険会
社、信託等金融
機関が中心。

機関投資家中心
だが、個人も一部
参加。

銀行、保険会社、
信託等金融機関
が中心。一部、年
金、事業法人、個
人富裕層も参加。

業界関係者、金融
機関が中心。

個人・法人 個人・法人
機関投資家中
心。

主に国家（オイル
マネー、外準等の
国家資産）、一部
年金基金。

機関投資家、年
金基金、個人

ファン
ド規模

ファンド総額：
約９,８８７億円
ファンド本数：
４５７本
（注１）

ファンド総額：
約１.８兆円
ファンド本数：
１０４本
（注２）

ファンド総額：
約１,２００億円超
ファンド本数：
４３本
（注２）

ファンド総額：
約２,５００億円
ファンド本数：
１１本
（注２）

不明

我が国の投資残
高：
約７．４兆円（注５）
世界の資産総額：
約２００兆円弱と
推定

不明 不明

ファンド総額：
推定約１０００億
円以上

ファンド総額：
５兆円超（J-
REIT分）
（注３）

世界の資産総額：
約２３１～２８６兆

円
（注６）

不明

投資
規模/
案件

数千万円～１億
円程度

数十～数百億円
程度

数千万円～数
十億円程度

数千万円～数
億円程度

数億円～ -
数千万円～数億
円程度

数千万円～ - 数億～数百億円 - -

保有
期間

約３～１０年 約３～５年程度 約２～１０年 数年 数ヶ月～数年
数秒～数ヶ月程
度と推定

約３～１０年 - - - - -

ファンド全体像

その他のファンド

（注１：ＶＥＣ「平成１８年度ベンチャーキャピタル等投資動向調査」）
（注２：日本バイアウト研究所「日本バイアウト市場年鑑　２００６年版」）
（注３：モーニングスター社のホームページ　http://morningstar.japan-reit.com）
（注４：平成１９年３月金融庁「ヘッジファンド調査の結果」及びニコラス「マーケットニュートラル投資の世界　ヘッジファンドの投資戦略」より）
（注５：平成１９年３月金融庁「ヘッジファンド調査の結果」より平成１７年度末の金融機関保有残高）
（注６：平成１９年６月国際金融情報センター「SWF　-中国・ロシアも加わり市場の関心が高まる国家ファンド-」
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